
JP 5263111 B2 2013.8.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも冷房機能を有する空調機（２０）と連動することができ、対象空間（ＳＩ）
の換気を行う換気装置（１）であって、
　外気を前記対象空間（ＳＩ）に導入する換気ファン（１２）と、
　前記対象空間（ＳＩ）の空気（ＲＡ）を排気（ＥＡ）として外部に排出する排気ファン
（１３）と、
　前記外気と前記排気（ＥＡ）との間で熱交換させることが可能な熱交換装置（１１）と
、
　前記熱交換装置（１１）において前記外気と前記排気（ＥＡ）との間で熱交換させない
第１状態と、前記熱交換装置（１１）において前記外気と前記排気（ＥＡ）との間で熱交
換させる第２状態と、を採り得る状態変更手段（１４）と、
　前記状態変更手段（１４）が前記第１状態を採り、前記換気ファン（１２）および前記
排気ファン（１３）を稼働して換気を行う第１換気運転と、
　前記状態変更手段（１４）が前記第２状態を採り、前記換気ファン（１２）および前記
排気ファン（１３）を稼働して換気を行う第２換気運転と、
　前記換気ファン（１２）および前記排気ファン（１３）を止めて換気を行わない換気停
止と、
の選択を行う制御部（９）と、
を備え、



(2) JP 5263111 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

　前記制御部（９）は、更に、前記空調機（２０）の設定温度および設定モードを取得す
るとともに、前記空調機（２０）の運転又は停止を判定し、
　前記制御部（９）は、
　前記空調機（２０）が停止していると判定し、取得された前記空調機（２０）の設定モ
ードが冷房であり、且つ、取得された前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）より前記対
象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が高く且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（
ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）未満である場合に、前記第１換気運転を選択し、
　前記空調機（２０）が運転していると判定する時に、前記空調機（２０）の設定温度（
ＴＳ）、前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）および前記外気の温度（ＴＳＯ）に応じ
て、前記選択を行う、
換気装置（１）。
【請求項２】
　前記制御部（９）は、前記空調機（２０）の前記冷房機能の立ち上げ時において、前記
対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）より高く且
つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）未満である場合に
、前記第１換気運転を選択する、
請求項１に記載の換気装置（１）。
【請求項３】
　前記制御部（９）は、前記空調機（２０）の前記冷房機能の立ち上げ時において、前記
対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）より高く且
つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）以上である場合に
、前記換気停止を選択する、
請求項１または２に記載の換気装置（１）。
【請求項４】
　前記制御部（９）は、前記空調機（２０）の前記冷房機能の立ち上げ時において、前記
対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）と同じ、
　または、
　前記第１換気運転または前記換気停止を選択している状態において、前記対象空間（Ｓ
Ｉ）の温度（ＴＳＩ）が、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）に近づいた場合に、前
記第２換気運転を選択する、
請求項１～３のいずれかに記載の換気装置（１）。
【請求項５】
　前記対象空間（ＳＩ）の空気の汚れ度合いを検出するための汚れ度合い検出センサ（２
７１）をさらに備え、
　前記制御部（９）は、
　前記空調機（２０）の前記冷房機能の立ち上げ時において、
　前記汚れ度合いが所定値未満で且つ前記対象空間（ＳＩ）の温度が前記空調機（２０）
の設定温度（ＴＳ）より高く且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（ＳＩ）の温
度（ＴＳＩ）以上である場合に前記換気停止を選択し、
　前記汚れ度合いが所定値以上で且つ前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が前記空調
機（２０）の設定温度（ＴＳ）より高く且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（
ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）未満である場合に前記第１換気運転を選択し、
　前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）と
同じ、または、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）に近づいた場合に前記第２換気運
転を選択する、
請求項１～４のいずれかに記載の換気装置（１）。
【請求項６】
　前記空調機（２０）は、暖房機能を有し、
　前記制御部（９）は、
　前記空調機（２０）の前記暖房機能の立ち上げ時において、
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　前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）未満
で且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）より高い場合
に前記第１換気運転を選択し、
　前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）未満
で且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）以下である場
合に前記換気停止を選択し、
　前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）と
同じ、または、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）に近づいた場合に、前記第２換気
運転を選択する、
請求項５に記載の換気装置（１）。
【請求項７】
　前記制御部（９）は、
　前記空調機（２０）が停止していると判定し、取得された前記空調機（２０）の設定モ
ードが暖房であり、且つ、前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が取得された前記空調
機（２０）の設定温度（ＴＳ）未満で且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（Ｓ
Ｉ）の温度（ＴＳＩ）より高い場合に、前記第１換気運転を選択する、
請求項６に記載の換気装置（１）。
【請求項８】
　前記制御部（９）は、
　前記空調機（２０）の前記暖房機能の立ち上げ時において、
　前記汚れ度合いが所定値未満で且つ前記対象空間（ＳＩ）の温度が前記空調機（２０）
の設定温度（ＴＳ）未満で且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（ＳＩ）の温度
（ＴＳＩ）以下である場合に前記換気停止を選択し、
　前記汚れ度合いが所定値以上で且つ前記対象空間（ＳＩ）の温度が前記空調機（２０）
の設定温度（ＴＳ）未満で且つ前記外気の温度（ＴＳＯ）が前記対象空間（ＳＩ）の温度
（ＴＳＩ）より高い場合に前記第１換気運転を選択し、
　前記対象空間（ＳＩ）の温度（ＴＳＩ）が、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）と
同じ、または、前記空調機（２０）の設定温度（ＴＳ）に近づいた場合に前記第２換気運
転を選択する、
請求項６または７に記載の換気装置（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、換気装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、室内に供給される居室外の空気と、居室内から排出される空調空気（排気）との
間で熱交換を行うことで、居室内に配置される空調機の空調負荷を低減する換気装置が提
案されている。このような換気装置は、空調機と連動して制御が行われるものが多い。ま
た、このような換気装置には、例えば、特許文献１（特開２０００－８８２９８号公報）
に記載のように、夜中に居室外の空気を取り入れることで翌朝の空調機の負荷を低減する
ナイトパージ制御や、特許文献２（特開平６－１２３４７３号公報）に記載のように、朝
一番の空調機の運転時には所定時間運転を停止する運転遅延制御の両者を有するものがあ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述の２つの制御を有する換気装置において、当該２つの制御が別々に設定されている
場合、空調機の空調負荷を低減する目的と相反する方向に効果が働く場合が懸念される。
例えば、朝一番に空調機が運転された場合、運転遅延制御が行われることになるが、ナイ
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トパージ制御のように居室外の空気を取り入れるほうが空調機の空調負荷を低減すること
も想定されるということである。
【０００４】
　そこで、本発明の課題は、空調機と連動して制御が行われる換気装置において、ユーザ
の快適性の向上を考慮しながら、空調機の空調負荷を軽減することのできる換気装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１発明に係る換気装置は、少なくとも冷房機能を有する空調機と連動することができ
、対象空間の換気を行う換気装置であって、換気ファンと、排気ファンと、熱交換装置と
、状態変更手段と、制御部とを備える。換気ファンは、外気を対象空間に導入する。排気
ファンは、対象空間の空気を排気として外部に排出する。熱交換装置は、外気と排気との
間で熱交換させることが可能である。状態変更手段は、熱交換装置において外気と排気と
の間で熱交換させない第１状態と、熱交換装置において外気と排気との間で熱交換させる
第２状態と、を採り得る。制御部は、第１換気運転と、第２換気運転と、換気停止と、の
選択を行う。第１換気運転は、状態変更手段が第１状態を採り、換気ファンおよび排気フ
ァンを稼働して換気を行う。第２換気運転は、状態変更手段が第２状態を採り、換気ファ
ンおよび排気ファンを稼働して換気を行う。換気停止は、換気ファンおよび排気ファンを
止めて換気を行わない。制御部は、更に、空調機の設定温度および設定モードを取得する
とともに、空調機の運転又は停止を判定する。制御部は、空調機が停止していると判定し
、取得された空調機の設定モードが冷房であり、且つ、取得された空調機の設定温度より
対象空間の温度が高く且つ外気の温度が対象空間の温度未満である場合に、第１換気運転
を選択する。制御部は、空調機が運転していると判定する時に、空調機の設定温度、対象
空間の温度および外気の温度に応じて、第１換気運転と、第２換気運転と、換気停止との
選択を行う。
【０００６】
　ここで、例えば、対象空間とは、ビル等の建物内における室内空間である。
【０００７】
　第１発明に係る換気装置では、空調機の設定温度、対象空間の温度および外気の温度に
応じて、換気運転と換気停止との選択を行うことができることにより、より早く対象空間
の温度をユーザの快適とする温度に近付けることができる。これにより、ユーザの快適性
を考慮しながら空調機の空調負荷を軽減することができる。
【０００８】
　また、第１発明に係る換気装置では、空調機の設定温度、対象空間の温度および外気の
温度に応じて、第１換気運転と、第２換気運転と、換気停止とを選択することができる。
制御部が上述のそれぞれの温度関係に応じた制御を行うことによって、空調機の空調負荷
を軽減することができる。また、空調機の空調負荷を軽減することができることにより、
ユーザの快適性の向上に貢献することもできる。
【０００９】
　また、第１発明に係る換気装置では、空調機の運転の立ち上げ時における空調負荷を軽
減することができる。
【００１０】
　第２発明に係る換気装置は、第１発明に係る換気装置であって、制御部は、空調機の冷
房機能の立ち上げ時において、対象空間の温度が空調機の設定温度より高く且つ外気の温
度が対象空間の温度未満である場合に、第１換気運転を選択する。
【００１１】
　第２発明に係る換気装置では、対象空間の温度をユーザの快適とする温度により早く近
付けることができる。
【００１２】
　第３発明に係る換気装置は、第１発明または第２発明に係る換気装置であって、制御部
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は、空調機の冷房機能の立ち上げ時において、対象空間の温度が空調機の設定温度より高
く且つ外気の温度が対象空間の温度以上である場合に、換気停止を選択する。
【００１３】
　第３発明に係る換気装置では、換気停止が行われることによって、空調機の空調負荷を
軽減することができる。
【００１４】
　第４発明に係る換気装置は、第１発明～第３発明のいずれかに係る換気装置であって、
制御部は、空調機の冷房機能の立ち上げ時において、対象空間の温度が、空調機の設定温
度と同じ、または、第１換気運転または換気停止を選択している状態において、対象空間
の温度が、空調機の設定温度に近づいた場合に、前記第２換気運転を選択する。
【００１５】
　第４発明に係る換気装置では、第２換気運転が行われることにより、対象空間における
空気質等の環境の保護が維持される。
【００１６】
　第５発明に係る換気装置は、第１発明～第４発明のいずれかに係る換気装置であって、
対象空間の空気の汚れ度合いを検出するための汚れ度合い検出センサをさらに備える。制
御部は、空調機の冷房機能の立ち上げ時において、汚れ度合いが所定値未満で且つ対象空
間の温度が空調機の設定温度より高く且つ外気の温度が対象空間の温度以上である場合に
換気停止を選択し、汚れ度合いが所定値以上で且つ対象空間の温度が空調機の設定温度よ
り高く且つ外気の温度が対象空間の温度未満である場合に第１換気運転を選択し、対象空
間の温度が、空調機の設定温度と同じ、または、空調機の設定温度に近づいた場合に第２
換気運転を選択する。
【００１７】
　第５発明に係る換気装置では、対象空間の空気の汚れ度合いを加味した制御が行われる
ことによって、空気質等の環境に関してよりユーザの快適性の向上を図ることができる。
【００１８】
　第６発明に係る換気装置は、第５発明に係る換気装置であって、空調機は、暖房機能を
有する。制御部は、空調機の暖房機能の立ち上げ時において、対象空間の温度が空調機の
設定温度未満で且つ外気の温度が対象空間の温度より高い場合に第１換気運転を選択し、
対象空間の温度が空調機の設定温度未満で且つ外気の温度が対象空間の温度以下である場
合に換気停止を選択し、対象空間の温度が、前記空調機の設定温度と同じ、または、空調
機の設定温度に近づいた場合に、前第２換気運転を選択する。
【００１９】
　第６発明に係る換気装置では、空調機の設定温度、対象空間の温度および外気の温度に
応じて、第１換気運転と、第２換気運転と、換気停止とを選択することができる。制御部
が上述のそれぞれの温度関係に応じた制御を行うことによって、空調機の空調負荷を軽減
することができる。また、空調機の空調負荷を軽減することができることにより、ユーザ
の快適性の向上に貢献することもできる。
【００２０】
　第７発明に係る換気装置は、第６発明に係る換気装置であって、制御部は、空調機が停
止していると判定し、取得された空調機の設定モードが暖房であり、且つ、対象空間の温
度が取得された空調機の設定温度未満で且つ外気の温度が対象空間の温度より高い場合に
、第１換気運転を選択する。
【００２１】
　第７発明に係る換気装置では、空調機の運転の立ち上げ時における空調負荷を軽減する
ことができる。
【００２２】
　第８発明に係る換気装置は、第６発明または第７発明に係る換気装置であって、制御部
は、空調機の暖房機能の立ち上げ時において、汚れ度合いが所定値未満で且つ対象空間の
温度が空調機の設定温度未満で且つ外気の温度が対象空間の温度以下である場合に換気停
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止を選択し、汚れ度合いが所定値以上で且つ対象空間の温度が空調機の設定温度未満で且
つ外気の温度が対象空間の温度より高い場合に第１換気運転を選択し、対象空間の温度が
、空調機の設定温度と同じ、または、空調機の設定温度に近づいた場合に第２換気運転を
選択する。
【００２３】
　第８発明に係る換気装置では、対象空間の空気の汚れ度合いを加味した制御が行われる
ことによって、空気質等の環境に関してよりユーザの快適性の向上を図ることができる。
【発明の効果】
【００２４】
　第１発明に係る換気装置では、空調機の設定温度、対象空間の温度および外気の温度に
応じて、換気運転と換気停止との選択を行うことができることにより、より早く対象空間
の温度をユーザの快適とする温度に近付けることができる。これにより、ユーザの快適性
を考慮しながら空調機の空調負荷を軽減することができる。
【００２５】
　また、第１発明に係る換気装置では、空調機の設定温度、対象空間の温度および外気の
温度に応じて、第１換気運転と、第２換気運転と、換気停止とを選択することができる。
制御部が上述のそれぞれの温度関係に応じた制御を行うことによって、空調機の空調負荷
を軽減することができる。また、空調機の空調負荷を軽減することができることにより、
ユーザの快適性の向上に貢献することもできる。
【００２６】
　また、第１発明に係る換気装置では、空調機の運転の立ち上げ時における空調負荷を軽
減することができる。
【００２７】
　第２発明に係る換気装置では、対象空間の温度をユーザの快適とする温度により早く近
付けることができる。
【００２８】
　第３発明に係る換気装置では、換気停止が行われることによって、空調機の空調負荷を
軽減することができる。
【００２９】
　第４発明に係る換気装置では、第２換気運転が行われることにより、対象空間における
空気質等の環境の保護が維持される。
【００３０】
　第５発明に係る換気装置では、対象空間の空気の汚れ度合いを加味した制御が行われる
ことによって、空気質等の環境に関してよりユーザの快適性の向上を図ることができる。
【００３１】
　第６発明に係る換気装置では、空調機の設定温度、対象空間の温度および外気の温度に
応じて、第１換気運転と、第２換気運転と、換気停止とを選択することができる。制御部
が上述のそれぞれの温度関係に応じた制御を行うことによって、空調機の空調負荷を軽減
することができる。また、空調機の空調負荷を軽減することができることにより、ユーザ
の快適性の向上に貢献することもできる。
【００３２】
　第７発明に係る換気装置では、空調機の運転の立ち上げ時における空調負荷を軽減する
ことができる。
【００３３】
　第８発明に係る換気装置では、対象空間の空気の汚れ度合いを加味した制御が行われる
ことによって、空気質等の環境に関してよりユーザの快適性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】換気装置の一般の配置を示す図。
【図２】全熱交換換気運転を行う状態の換気装置の概略構成を示す模式図。
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【図３】普通換気運転を行う状態の換気装置の概略構成を示す模式図。
【図４】換気装置の熱交換器の概略構成図。
【図５】差圧スイッチを示すための換気装置の模式図（排気ファンは除く）。
【図６】換気装置の制御部の制御ブロック図。
【図７】換気装置の夜間の外気取り入れ運転のフローチャート。
【図８】空気調和装置の運転開始時における換気装置の運転のフローチャート。
【図９】第２実施形態に係る換気装置の制御部の制御ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の一実施形態に係る換気装置１について説明する。
なお、以下の実施形態は、本発明の具体例であって、本発明の技術的範囲を限定するもの
ではない。
【００３６】
　＜第１実施形態＞
　＜換気装置１の構成＞
　換気装置１は、建物内の室内の天井裏や壁に設置され、室内空間ＳＩの換気を行う。換
気装置１は、エアコン等の空気調和装置２０（図１を参照）と連動して、あるいは、単独
で運転される。
【００３７】
　また、換気装置１は、図１や図２に示すように、略直方体の箱形状を有する本体ケーシ
ング１０から構成される。
【００３８】
　本体ケーシング１０内には、図２や図３に示すように、主として、熱交換器１１と、給
気ファン１２と、排気ファン１３と、制御部９（図６を参照）とが収容されている。また
、本体ケーシング１０には、外部空間ＳＯの空気を外気ＯＡとして本体ケーシング１０内
に導入するための導入口１０ａと、外気ＯＡを給気ＳＡとして室内に供給する給気口１０
ｂと、室内空気（還気）ＲＡを室内から本体ケーシング１０内に取り込むための取込口１
０ｃと、室内空気（還気）ＲＡを外部に排気ＥＡとして排出するための排気口１０ｄとが
形成されている。導入口１０ａおよび排気口１０ｄは、ダクト３１（図１を参照）を介し
て外部空間ＳＯに繋がっている。給気口１０ｂおよび取込口１０ｃは、ダクト３２（図１
を参照）を介して室内空間ＳＩに繋がっている。
【００３９】
　また、本体ケーシング１０内には、外気温度センサ５１と、室内温度センサ５２とが設
けられている。外気温度センサ５１は、導入口１０ａと熱交換器１１との間を通る外気Ｏ
Ａの温度、すなわち、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯを検出することができる位置（具体的に
は、導入口１０ａと熱交換器１１との間）に設けられている。室内温度センサ５２は、還
気ＲＡの温度、すなわち、室内空間ＳＩにおける温度ＴＳＩを検出することができる位置
（具体的には、熱交換器１１と、取込口１０ｃとの間）に設けられている。
【００４０】
　以下、本体ケーシング１０内の各部の構成について説明する。
【００４１】
　（１）熱交換器１１
　なお、以下の説明においては、空気が外部空間ＳＯから室内空間ＳＩへと流れる方向を
第１空気流れ方向といい、空気が室内空間ＳＩから外部空間ＳＯへと流れる方向を第２空
気流れ方向という。
【００４２】
　また、以下の説明においては、外気ＯＡとは、本体ケーシング１０の第１空気流れ方向
の上流端から熱交換器１１の第１空気流れ方向の下流端までの経路を流れる空気をいい、
給気ＳＡとは、熱交換器１１の第１空気流れ方向の下流端から給気口１０ｂを介して室内
空間ＳＩに流入する空気をいう。また、排気ＥＡとは、熱交換器１１の第２空気流れ方向
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の上流端（またはこれに相当する位置から）排気口１０ｄを介して外部空間ＳＯに流れる
空気をいい、還気ＲＡとは、室内空間ＳＩから取込口１０ｃを通って熱交換器１１の第２
空気流れ方向の上流端（またはこれに相当する位置）までの経路を流れる空気をいう。
【００４３】
　熱交換器１１は、２つの空気流（ここでは、外気ＯＡと排気ＥＡ）の間で熱交換を行わ
せる全熱交換器である。
【００４４】
　また、熱交換器１１は、図４に示すように、主として、複数の全熱交換素子１１１と、
複数の波板部材１１２とを有している。
【００４５】
　全熱交換素子１１１は、紙等の伝熱性および透湿性を有する平板状の部材であり、上下
方向に所定の間隔を空けて多数積層されている。
【００４６】
　波板部材１１２は、波板状の部材であり、全熱交換素子１１１の積層方向に全熱交換素
子１１１と交互に配置されている。波板部材１１２は、その上下端に全熱交換素子１１１
が接触することによって外気ＯＡが流れる第１空気流路１１３ａを形成する第１波板部材
１１３と、その上下端に全熱交換素子１１１が接触することによって排気ＥＡが流れる第
２空気流路１１４ａを形成する第２波板部材１１４とを有している。そして、第１波板部
材１１３と第２波板部材１１４とは、全熱交換素子１１１を挟んで、全熱交換素子１１１
の積層方向に交互に配置されている。また、第１波板部材１１３と、第２波板部材１１４
とは、第１空気流路１１３ａと、第２空気流路１１４ａとが互いに直交するように配置さ
れている。よって、第１空気流路１１３ａを流れる外気ＯＡと、第２空気流路１１４ａを
流れる排気ＥＡとは、互いに混じり合うことなく熱交換することが可能になっている。
【００４７】
　なお、第１空気流路１１３ａは、給気経路１７（図２や図３を参照）の一部を構成して
おり、第２空気流路１１４ａは、第１排気経路１８（図２を参照）の一部を構成している
。
【００４８】
　また、熱交換器１１では、本体ケーシング１０の所定位置に設けられるダンパ１４（図
２および図３を参照）の切り替え（開閉）によって、換気装置１の普通換気運転の状態（
すなわち、外気ＯＡと排気ＥＡとを熱交換させない状態）と、換気装置１の全熱交換換気
運転の状態（すなわち、外気ＯＡと排気ＥＡとを熱交換させる状態）とを採ることができ
る。なお、ダンパ１４の開閉は、後述する制御部９によってダンパ駆動モータ２１４（図
６を参照）が稼働されることにより行われる。
【００４９】
　（２）給気ファン１２，排気ファン１３
　給気ファン１２は、外部空間ＳＯから給気経路１７を通って室内空間ＳＩに向かう空気
流れを生成するためのファンであり、図２や図３に示すように、給気経路１７の下流端に
配置される。ここで、給気経路１７とは、導入口１０ａから、熱交換器１１を経て、給気
口１０ｂまで延びる経路である。
【００５０】
　排気ファン１３は、室内空間ＳＩから第１排気経路１８を通って外部空間ＳＯに向かう
空気流れを生成するためのファンであり、第１排気経路１８の下流端に配置される。ここ
で、第１排気経路１８とは、取込口１０ｃから、熱交換器１１を経て、排気口１０ｄまで
延びる経路である。
【００５１】
　給器ファン１２および排気ファン１３は、それぞれ、給器ファンモータ２１２および排
気ファンモータ２１３（いずれも図６を参照）によって稼働される。
【００５２】
　なお、図５に示すように、給気経路１７には、給気ファン１２によって生成される空気
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流中に含まれる塵埃等を捕集するための、取替可能な給気フィルタ１５が設けられている
。
【００５３】
　ここで、給気フィルタに塵埃等が付着すると目詰まりが生じることが考えられる。給気
フィルタに目詰まりが生じると通風抵抗が増加し給気ファンの吸込圧力が高くなることが
懸念される。そこで、換気装置１には、給気フィルタ１５の前後の差圧を検知することに
よって給気フィルタ１５の目詰まりを検知する差圧スイッチ９２が設けられている。具体
的には、差圧スイッチ９２を収容したスイッチボックス９１が、本体ケーシング１０の外
部（または外方）に設けられている。
【００５４】
　スイッチボックス９１は、換気装置１を室内の天井等に取り付ける際に、同時に本体ケ
ーシング１０に取り付けられる。ここで、スイッチボックス９１の取り付け方法について
簡単に説明する。
【００５５】
　まず、本体ケーシング１０の給気ファン１２の吸込口の近傍には、予め給気ファン１２
の吸込圧力を取り出すための第１穴（図示せず）が形成されており、換気装置１が施工場
所（換気装置１を取り付ける室内）に運ばれた際は、その穴を覆うように蓋がされた状態
にある。また、導入口１０ａに接続されるダクト３１には、導入口１０ａに接続された状
態において、導入口１０ａの近傍に、導入口１０ａ付近の圧力を取り出すための第２穴（
図示せず）が形成されており、施工場所に運ばれた際は、その穴を覆うように蓋がされた
状態にある。次に、換気装置１を室内の天井等に取り付ける際に、ダクト３１および本体
ケーシング１０に形成されるそれぞれの第１穴，第２穴に、差圧スイッチ９２が接続され
る差圧取出ポート８１，８２が接続される。
【００５６】
　なお、スイッチボックスの近傍には、報知部（図示せず、例えば、ランプ等である）が
設けられている。よって、差圧スイッチ９２によって検知される差圧が所定の差圧に達す
ると、報知部によって、管理者等に、給気フィルタ１５に目詰まりが生じていることが報
知されるようになっている。
【００５７】
　以上のことから、給気フィルタ１５の目詰まりによる換気量の低下等をできるだけ抑制
することができている。
【００５８】
　なお、第１穴は、上述の位置に形成されるものに限られず、本体ケーシング１０の、熱
交換器１１の吹出面から給気ファン１２の吸込口までの間の圧力を取り出すことができる
位置に形成されていてもよい。また、第２穴は、上述の位置に形成されるものに限られず
、ダクト３１から給気フィルタ１５の吸込面までの間の圧力を取り出すことができる位置
に形成されていてもよい。
【００５９】
　また、第１排気経路１８にも、排気ファン１３によって生成される空気流中に含まれる
塵埃等を捕集するための排気フィルタ（図示せず）が設けられていてもよい。この場合で
あっても、差圧スイッチ９２により給気フィルタ１５および排気フィルタの目詰まりを検
知することができる。
【００６０】
　（３）制御部９
　制御部９は、図６に示すように、本体ケーシング１０内に配置される各種機器の制御を
行うためのマイクロコンピュータ等から構成され、取得部９ａと、判定部９ｂと、運転制
御部９ｃとを有している。なお、取得部９ａ、判定部９ｂおよび運転制御部９ｃは、メモ
リに記憶されているプログラムを読み出すことによって、後の＜換気装置１の動作＞で説
明する動作を行う。また、制御部９は、外気温度センサ５１や室内温度センサ５２等から
の検出信号を受信したり、空気調和装置２０の制御部（図示せず、例えば、リモコン等）
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と運転データ等の送受信を行ったりする。また、制御部９は、センサ５１，５２等の検出
結果や空気調和装置２０の運転データ等に基づいて、給気ファン１２を稼働する給気ファ
ンモータ２１２、排気ファン１３を稼働する排気ファンモータ２１３、ダンパ１４を開閉
駆動するためのダンパ駆動モータ２１４等の制御を行う。なお、給気ファンモータ２１２
および排気ファンモータ２１３は、インバータ装置（図示せず）を介して電力の供給を受
けて駆動されるようになっており、周波数（すなわち、回転数）を可変することによって
、それぞれ給気ファン１２および排気ファン１３の風量を可変することができる。また、
ダンパ駆動モータ２１４は、インバータ装置を介して電力の供給を受けて駆動されるよう
になっており、周波数を可変することによって、ダンパ１４の開度を可変することができ
る。
【００６１】
　以下、換気装置１の動作について説明する。
【００６２】
　＜換気装置１の動作＞
　＜通常の換気運転＞
　制御部９は、外気温度センサ５１および室内温度センサ５２により検出される温度デー
タや空気調和装置２０の運転データ等に基づいて、換気装置１の通常の換気運転を行う。
この通常の換気運転では、主として全熱換気運転と、普通換気運転とが切り替えられる（
主としては、全熱交換換気運転が行われる）。
【００６３】
　（１）全熱交換換気運転
　全熱交換換気運転においては、ダンパ１４は、図２に示すように、全熱交換換気運転の
状態を採っている。
【００６４】
　この状態において、給気ファンモータ２１２および排気ファンモータ２１３が稼働され
ると、外部空間ＳＯの空気がダクト３１を通って導入口１０ａを介して換気装置１内に流
入し、還気ＲＡがダクト３２を通って取込口１０ｃを介して換気装置１の本体ケーシング
１０内に流入する。
【００６５】
　次に、外部空間ＳＯの空気は、外気ＯＡとして熱交換器１１を経て、給気ＳＡとして給
気口１０ｂおよびダクト３２を介して室内空間ＳＩへ供給される。また、還気ＲＡは、熱
交換器１１に流入し、排気ＥＡとして排気口１０ｄおよびダクト３１を介して外部空間Ｓ
Ｏに排出される。このとき、熱交換器１１においては、外気ＯＡと排気ＥＡとの間で熱お
よび水分の授受が行われている。
【００６６】
　（２）普通換気運転
　普通換気運転においては、ダンパ１４は、図３に示すように、普通換気運転の状態を採
っている。
【００６７】
　この状態において、給気ファンモータ２１２および排気ファンモータ２１３が稼働され
ると、外部空間ＳＯの空気がダクト３１を通って導入口１０ａを介して換気装置１内に流
入し、還気ＲＡがダクト３２を通って取込口１０ｃを介して換気装置１の本体ケーシング
１０内に流入する。
【００６８】
　次に、外部空間ＳＯの空気は、外気ＯＡとして熱交換器１１を経て、給気ＳＡとして給
気口１０ｂおよびダクト３２を介して室内空間ＳＩへ供給される。また、還気ＲＡは、熱
交換器１１を経ない第２排気経路１９を通って排気ＥＡとして排気口１０ｄおよびダクト
３１を介して外部空間ＳＯに排出される。すなわち、普通換気運転においては、外部空間
ＳＯの空気をそのまま取り入れる外気冷房や外気暖房を行うことができる。
【００６９】
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　＜本発明の特有の運転制御について＞
　従来、空気調和装置と連動して運転可能な換気装置が存在する。このような換気装置は
、基本的に、空気調和装置の運転／停止に伴って運転／停止が行われる。しかし、このよ
うな換気装置には、例外として、夜間の外気取り入れ運転や換気停止運転が行われるもの
がある。
【００７０】
　夜間の外気取り入れ運転は、主として普通換気運転と同様の運転であり、朝一番の空気
調和装置の運転負荷を軽減するために、空気調和装置の停止時であって夜間に、室内空間
に外部空間の空気を取り入れる運転である。また、換気停止運転は、朝一番の空気調和装
置の運転負荷の軽減およびユーザの快適性の向上のために、朝一番に空気調和装置の運転
が開始されても、所定時間換気装置の運転を停止する運転である。
【００７１】
　従来の換気装置では、上述の２つの運転は別々に設定されているため、朝空気調和装置
の運転が開始されると夜間の外気取り入れ運転は終了され、換気停止運転が開始されるよ
うになっている。しかし、これらの運転がそれぞれ単独で行われることで、空気調和装置
の運転負荷の軽減やユーザの快適性の向上といった目的に相反する方向に働く場合が想定
される。すなわち、例えば、朝一番に空気調和装置の運転が開始されても、夜間の外気取
り入れ運転のような外部空間の空気を室内空間に取り入れるほうが、換気停止運転を行う
よりも空調機の空調負荷を低減する場合が考えられるということである。
【００７２】
　そこで、本実施形態の換気装置１では、空気調和装置２０の運転の開始（立ち上げ）時
においては、制御部９は、空気調和装置２０の設定温度ＴＳと、外部空間ＳＯの温度ＴＳ
Ｏと、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩとが所定の条件を満たすか否かによって、換気停止と、
普通換気運転と、通常の換気運転とを選択する制御を行っている。すなわち、換気装置１
では、従来の夜間の外気取り入れ運転と換気停止運転とがそれぞれが単独に運転されるの
ではなく、両運転を連動させる制御を行っている。
【００７３】
　以下では、まず、従来からある夜間の外気取り入れ運転について簡単に説明した後、夜
間の外気取り入れ運転に続いて空気調和装置２０の運転が開始されたときの換気装置１の
運転について説明する。
【００７４】
　（１）夜間の外気取り入れ運転
　以下、夜間の外気取り入れ運転における制御部９の具体的な運転制御について図７を用
いて説明する。
【００７５】
　（ａ）空気調和装置２０の設定モードが冷房の場合
　まず、図７に示すように、ステップＳ１では、判定部９ｂは、空気調和装置２０の運転
が停止したか否かを判定する。すなわち、判定部９ｂは、取得部９ａが空気調和装置２０
の制御部から停止信号を受信したか否かを判定している。停止したと判定する場合は、ス
テップＳ２へ移行し、停止していないと判定する場合は、ステップＳ１を繰り返す。なお
、ここでは、取得部９ａが空気調和装置２０の制御部から停止信号を受信すると、運転制
御部９ｃは、換気停止、すなわち、給気ファン１２および排気ファン１３の運転を停止す
る。
【００７６】
　ステップＳ２では、判定部９ｂは、空気調和装置２０の運転を停止してからの経過時間
ｔ１（時間）が、管理者によって予め設定される任意の時間ｔＡ（時間）を過ぎたか否か
を判定する。具体的には、判定部９ｂは、経過時間ｔ１を計測する第１タイマー９ｄ（図
６を参照）が、空気調和装置２０の運転が停止してから任意の時間ｔＡを計測したか否か
を判定している。経過時間ｔ１が任意の時間ｔＡを過ぎたと判定する場合は、ステップＳ
３へ移行し、過ぎていないと判定する場合は、ステップＳ２を繰り返す。
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【００７７】
　ステップＳ３では、運転制御部９ｃは、モニタ運転を開始する。ここで行われるモニタ
運転は、通常の換気運転である。なお、モニタ運転を開始するのは、ステップＳ５で取得
部９ａが、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯのデータと、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩのデータと
を取得するためである。
【００７８】
　ステップＳ４では、取得部９ａは、外気温度センサ５１および室内温度センサ５２の検
出データを定期的に取得する。
【００７９】
　ステップＳ５では、判定部９ｂは、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが、空気調和装置２０の
設定温度ＴＳ＋α１（予め設定される任意の値）より高く、かつ、外部空間ＳＯの温度Ｔ
ＳＯが室内空間ＳＩの温度ＴＳＩより低い（これを以下、第１条件という）か否かを判定
する。第１条件を満たす場合は、ステップＳ６へ移行し、第１条件を満たさない場合は、
ステップＳ５を繰り返す。
【００８０】
　なお、ここで用いられる空気調和装置２０の設定温度ＴＳは、換気装置１が空気調和装
置２０と連動して運転しているときに、取得部９ａが空気調和装置２０の制御部から定期
的に取得する空気調和装置２０の運転データ（例えば、空気調和装置２０の運転状況等（
空気調和装置２０の稼働／停止状況、設定温度、設定モード（冷房または暖房）等）を参
照するものとする。
【００８１】
　ステップＳ６では、運転制御部９ｃは、普通換気運転を行う。すなわち、運転制御部９
ｃは、給気ファン１２および排気ファン１３を稼働し、ダンパ１４を普通換気運転の状態
に切り替える。
【００８２】
　なお、ステップＳ６では、普通換気運転を行うと説明しているが、これに限られず、通
常の換気運転を行ってもよい。
【００８３】
　また、夜間の外気取り入れ運転は、所定の条件を満たすか否かが判定されることによっ
て運転／中断が繰り返されるものであってもよい。具体的には、第１条件を満たす場合に
は、夜間の外気取り入れ運転を行う（夜間の外気取り入れ運転を継続する）、すなわち、
給気ファン１２および排気ファン１３を稼働（または、運転を継続）する。他方、室内空
間ＳＩの温度ＴＳＩが、空気調和装置２０の設定温度ＴＳ＋α２（予め設定される任意の
値）以下で、かつ、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯが室内空間ＳＩの温度ＴＳＩ以上である場
合は、夜間の外気取り入れ運転を中断する、すなわち、給気ファン１２および排気ファン
１３を停止するというものである。
【００８４】
　ここで、夜間の外気取り入れ運転は、従来と同様、空気調和装置２０の運転が開始され
ることにより終了される。但し、本実施形態では、空気調和装置２０の運転開始時、換気
装置１が、夜間の外気取り入れ運転のような外部空間ＳＯの空気を取り入れる運転（すな
わち、普通換気運転）を行うことが空気調和装置２０の空調負荷の軽減に繋がるような場
合は、そのまま外部空間ＳＯの空気を取り入れる普通換気運転を行うことができるように
なっている。よって、夜間の外気取り入れ運転は、空気調和装置２０の運転が開始される
と終了するが、それと同時に外部空間ＳＯの空気を取り入れる普通換気運転に形を変えて
、制御部９によって選択される運転の一つとなっている。
【００８５】
　（ｂ）空気調和装置２０の設定モードが暖房の場合
　空気調和装置２０の設定モードが暖房の場合、制御の流れとしては、空気調和装置２０
の設定モードが冷房の場合と同様である。但し、普通換気運転を開始する判定条件が異な
るので、これについて説明する。
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【００８６】
　空気調和装置２０の設定モードが暖房の場合、普通換気運転を開始する条件は、室内空
間ＳＩの温度ＴＳＩが、空気調和装置２０の設定温度ＴＳ＋β１（予め設定される任意の
値）未満であり、かつ、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯが室内空間ＳＩの温度ＴＳＩより高い
場合である。
【００８７】
　そして、所定の条件を満たすか否かを判定することによって夜間の外気取り入れ運転の
運転／中断が繰り返される場合は、上述の条件を満たす場合は、夜間の外気取り入れ運転
を行う。他方、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが、空気調和装置２０の設定温度ＴＳ＋β２（
予め設定される任意の値）以上で、かつ、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯが室内空間ＳＩの温
度ＴＳＩ以下である場合は、夜間の外気取り入れ運転を中断する。
【００８８】
　（２）空気調和装置２０の運転開始時における換気装置１の運転
　（ａ）空気調和装置２０の冷房運転開始時における換気装置１の運転
　図８に示すように、ステップＳ２１では、判定部９ｂは、空気調和装置２０の運転が開
始されたか否かを判定する。すなわち、判定部９ｂは、取得部９ａが空気調和装置２０の
制御部から運転信号を受信したか否かを判定している。開始されたと判定する場合は、ス
テップＳ２２へ移行し、開始されていないと判定する場合は、ステップＳ２１を繰り返す
。
【００８９】
　ステップＳ２２では、判定部９ｂは、給気ファン１２および排気ファン１３が運転して
からの経過時間ｔ２（時間）が所定時間ｔＢ（時間）（予め設定される任意の値、例えば
、２分～５分）を過ぎたか否かを判定する。具体的には、判定部９ｂは、経過時間ｔ２を
計測する第２タイマー９ｅ（図６を参照）が、給気ファン１２および排気ファン１３が稼
働してから所定時間ｔＢを計測したか否かを判定する。運転していると判定する場合は、
ステップＳ２３へ移行し、運転していないと判定する場合は、ステップＳ２７へ移行する
。
【００９０】
　ここで、夜間の外気取り入れ運転が運転／中断を繰り返す場合、ステップＳ２２の直前
まで夜間の外気取り入れ運転がされている場合は、給気ファン１２および排気ファン１３
は運転している状態にある。よって、この場合、後述するステップＳ２７（モニタ運転の
開始）へ移行せず、ステップＳ２３へ移行すると考えられる。他方、ステップＳ２２より
前に夜間の外気取り入れ運転が中断されている場合は、基本的に、給気ファン１２および
排気ファン１３は所定時間ｔＢの間、継続して運転していないと考えられるので、ステッ
プＳ２７へ移行すると考えられる。
【００９１】
　ステップＳ２３では、判定部９ｂは、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが空気調和装置２０の
設定温度ＴＳ＋α３（予め設定される任意の値）より高く、かつ、外部空間ＳＯの温度Ｔ
ＳＯが室内空間ＳＩの温度ＴＳＩ以上であるか否かを判定する。そして、当該条件を満た
すと判定する場合は、ステップＳ２４へ移行し、当該条件を満たさないと判定する場合は
、ステップＳ２８へ移行する。
【００９２】
　ステップＳ２４では、運転制御部９ｃは、換気停止を行う。すなわち、給気ファン１２
および排気ファン１３を停止する。これは、換気装置１を運転することによって空気調和
装置２０の運転負荷がより大きくなると考えられるので、これを防止するためである。ま
た、空気調和装置２０の運転負荷が大きくなるとユーザの快適性にも影響すると考えられ
るのでこれを防止するためでもある。
【００９３】
　ステップＳ２５では、判定部９ｂは、給気ファン１２および排気ファン１３が停止して
からの経過時間ｔ３（時間）が所定時間ｔＣ（時間）を過ぎたか否かを判定する。具体的
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には、判定部９ｂは、経過時間ｔ３を計測する第３タイマー９ｆ（図６を参照）が、給気
ファン１２および排気ファン１３が停止してから所定時間ｔＣを計測したか否かを判定す
る。停止していると判定する場合は、ステップＳ２６へ移行し、停止していないと判定す
る場合は、ステップＳ２５を繰り返す。
【００９４】
　ここで、所定時間ｔＣは、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが空気調和装置２０の設定温度Ｔ
Ｓと同じ、または、空気調和装置２０の設定温度ＴＳに近づいている（例えば、室内空間
ＳＩの温度ＴＳＩが、空気調和装置２０の設定温度ＴＳ±所定の任意の値となっている）
と考えられる時間であり、予め設定される任意の値である。この所定時間ｔＣは、例えば
、１０分～３０分である。
【００９５】
　ステップＳ２６では、運転制御部９ｃは、通常の換気運転を行う。
【００９６】
　ステップＳ２７では、運転制御部９ｃは、モニタ運転を開始する。すなわち、運転制御
部９ｃは、給気ファン１２および排気ファン１３を稼働する。なお、ここで行われるモニ
タ運転は、通常の換気運転である。モニタ運転を行うのは、取得部９ａが、外気温度セン
サ５１および室内温度センサ５２からの検出データを取得するためである。
【００９７】
　ステップＳ２８では、判定部９ｂは、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが空気調和装置２０の
設定温度ＴＳ＋α４（予め設定される任意の値）より高く、かつ、外部空間ＳＯの温度Ｔ
ＳＯが室内空間ＳＩの温度ＴＳＩ未満であるか否かを判定する。当該条件を満たすと判定
する場合は、ステップＳ２９へ移行し、当該条件を満たしていないと判定する場合は、ス
テップＳ２６へ移行する。
【００９８】
　ステップＳ２９では、運転制御部９ｃは、普通換気運転を行う。ここで、運転制御部９
ｃは、給気ファンモータ２１２および排気ファンモータ２１３の回転数を上げる制御を行
ってもよい。ここでは、換気装置１の普通換気運転により、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩを
ユーザの快適とする温度にすることが早くなる。よって、空気調和装置２０の運転負荷を
より軽減することができる。
【００９９】
　ステップＳ３０では、判定部９ｂは、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが空気調和装置２０の
設定温度ＴＳと同じ、または、空気調和装置２０の設定温度ＴＳに近づいている（例えば
、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが、空気調和装置２０の設定温度ＴＳ±所定の任意の値とな
っている）か否かを判定する。当該条件を満たす場合は、ステップＳ２６へ移行し、当該
条件を満たさない場合は、ステップＳ３０を繰り返す。
【０１００】
　（ｂ）空気調和装置２０の暖房運転開始時における換気装置１の運転
　空気調和装置２０の暖房運転開始時における換気装置１の運転は、基本的に、空気調和
装置２０の冷房運転開始時における換気装置１の運転と同様である。但し、所定の判定処
理においては、判定条件が異なるため、異なるところ（具体的には、運転制御部９ｃが換
気停止する判定条件、および、運転制御部９ｃが普通換気運転を開始する判定条件）につ
いてのみ以下に説明する。
【０１０１】
　まず、空気調和装置２０の暖房運転開始時における換気装置１の運転では、判定部９ｂ
が、室内空間ＳＩの温度ＴＳＩが空気調和装置２０の設定温度ＴＳ＋β３（予め設定され
る任意の値）より低く、かつ、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯが室内空間ＳＩの温度ＴＳＩ以
下であると判定する場合に、運転制御部９ｃは、給気ファン１２および排気ファン１３を
停止する（すなわち、換気停止を行う）。
【０１０２】
　また、判定部９ｂが、上述の条件を満たさないと判定する場合であって、室内空間ＳＩ
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の温度ＴＳＩが空気調和装置２０の設定温度ＴＳ＋β４（予め設定される任意の値）より
低く、かつ、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯが室内空間ＳＩの温度ＴＳＩより高いと判定する
場合に、運転制御部９ｃは、普通換気運転を行う。
【０１０３】
　＜第１実施形態に係る換気装置１の特徴＞
　本実施形態に係る換気装置１では、空気調和装置２０の運転立ち上げ時において、制御
部９は、空気調和装置２０の設定温度ＴＳと、外部空間ＳＯの温度ＴＳＯと、室内空間Ｓ
Ｉの温度ＴＳＩとが所定の条件を満たしているか否かによって、換気停止、普通換気運転
、および、通常の換気運転のいずれを行うかを選択している。
【０１０４】
　これによって、換気装置１においては、従来のように換気停止を行うよりも普通換気運
転を行ったほうがいいにも関わらず空気調和装置の運転が立ち上がることで換気停止が優
先して行われるような状態を防止することができる。
【０１０５】
　よって、空気調和装置２０の運転立ち上げ時における空調負荷を軽減することができる
。したがって、省エネルギーおよび省コストに貢献する。また、室内空間ＳＩの温度ＴＳ
Ｉをより早くユーザの快適とする温度にすることが可能になるので、ユーザの快適性の向
上にも貢献する。
【０１０６】
　＜第１実施形態に係る換気装置１の変形例＞
　（Ａ）
　上記実施形態では、図８に示すように、ステップＳ２５およびステップＳ３０において
、給気ファン１２および排気ファン１３の稼働／停止の継続時間によって、通常の換気運
転を行うか否かを判定しているが、本発明はこれに限られるものではない。
【０１０７】
　例えば、空気調和装置２０の運転開始時からの経過時間が所定時間（例えば、３０分～
数時間）を経過しているか否かが判定されることによって通常の換気運転を行うか否かを
判定するものであってもよい。
【０１０８】
　また、判定部９ｂが、給気ファン１２および排気ファン１３が運転してからの経過時間
ｔ４が所定時間ｔＤ（時間）（予め設定される任意の値、例えば、室内空間ＳＩの温度Ｔ
ＳＩが空気調和装置２０の設定温度ＴＳと同じ、または、空気調和装置２０の設定温度Ｔ
Ｓに近づいた値になっていると考えられる時間値）を過ぎたか否かを判定することによっ
て、通常の換気運転を行うか否かを判定するものであってもよい。
【０１０９】
　（Ｂ）
　夜間の外気取り入れ運転における普通換気運転の開始条件は、上記実施形態の他に、空
気調和装置２０の運転開始予定時間までの時間が所定時間以下であるか否かといった条件
であってもよい。
【０１１０】
　＜第２実施形態＞
　続いて、第２実施形態について説明する。なお、第１実施形態と共通する構成部分につ
いては、同じ符号を付して説明を省略する。
【０１１１】
　第２実施形態の第１実施形態と異なる点は、換気装置１の本体ケーシング１０の所定位
置に、図９に示すように、室内空間ＳＩの空気の汚れ度合いを検出する汚れ度合いセンサ
２７１が設けられている点である。
【０１１２】
　この場合であっても、第２実施形態における各種の運転は、第１実施形態における各種
の運転と同様である。但し、以下に説明する点が異なる。
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【０１１３】
　第２実施形態に係る空気調和装置２０の運転開始時における換気装置１の運転において
は、第１実施形態に係る空気調和装置２０の運転開始時における換気装置１の運転におい
て、ステップＳ２３の判定条件に所定の条件が追加される。所定の条件とは、汚れ度合い
センサ２７１によって検出される室内空間ＳＩの汚れ度合いがγ（例えば、ビル管理法で
定められる各種（ＣＯ２濃度等）の基準値）未満であるといった条件である。
【０１１４】
　なお、第２実施形態においては、制御部９は、室内空間ＳＩの空気の汚れ度合いを考慮
した換気運転を行うのか、省エネルギーを優先する換気運転を行うのかを管理者等が予め
設定してもよい。
【０１１５】
　＜第２実施形態に係る換気装置１の特徴＞
　従来の換気停止運転では、朝一番に空気調和装置が運転されても、換気装置は運転され
ない。
【０１１６】
　通常、ビル等の建物内においては、朝は空気の汚れ度合いは低いと考えられているので
換気停止運転を行っても問題はないと考えられるが、密閉型の建物においては、朝であっ
ても空気が汚れている場合があると考えられる。
【０１１７】
　そこで、第２実施形態に係る換気装置１では、汚れ度合いセンサ２７１が設けられてい
る。これにより、汚れ度合いを加味した換気運転（普通換気運転、通常の換気運転）の稼
働／停止が可能になっている。
【０１１８】
　よって、ユーザの快適性をより考慮しながら、空気調和装置２０の空調負荷を軽減する
ことが可能になる。
【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　本発明では、ユーザの快適性の向上を考慮しながら、空調機の空調負荷を軽減すること
ができるので、有用である。
【符号の説明】
【０１２０】
　　１　換気装置
　　９　制御部
　　１１　熱交換装置
　　１２　給気ファン（第１換気ファン）
　　１３　排気ファン
　　１４　ダンパ（状態変更手段）
　　２０　空気調和装置（空調機）
　　２７１　汚れ度合い検出センサ
　　ＥＡ　排気
　　ＳＩ　室内空間（対象空間）
　　ＴＳ　空気調和装置の設定温度（空調機の設定温度）
　　ＴＳＩ　室内空間の温度（対象空間の温度）
　　ＴＳＯ　外部空間の温度（外気の温度）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１２１】
【特許文献１】特開２０００－８８２９８号公報
【特許文献２】特開平６－１２３４７３号公報
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